
１ ６月２ に新 事会を いたしま

した。最 事会となりましたが、その中で

６月例会プログラ の と、最 間例会

の次第と を し、５月 の会 も

されました。また、最後になりましたが

なお らせもご います。 会員が６

月３０ でクラブを 会することも いた

しました。

・ 川ＲＣより会 ２６６５～２６６７ と６月例会

内を しました。

・ ＲＣより会 ２７７３～２７７８ を しま

した。

・国際ロータリー第２５１０地区第１グループ

ー 、 ＲＣ 実行 員長加

より 出席の が いております。

　回 いたします。

・ 年１０月 にて された地区大会の記

録誌が きました。大会登録された会員の

にお しします。なお、記録誌の１２７ に

留萌クラブの ン ーが っておりますので

いたします。

・２０１４年１月に されたＲ 事会にてロー

タリーの行動 が 定されましたので、

に回 いたします。

　 　

　今年度も すとこ あと１ 月となりました。

煙本日

　理事・委員長退任挨拶

煙次週予定

　役員退任挨拶

会員誕生日

　６月１３日　佐々木　繁

配偶者誕生日

　６月１２日　長谷川幸江

　６月１６日　宮尾　美穂

Ｎｏ．２６０９

第４６回　６月１ １日

会員総数 ………………４１名
出免会員 ………………８名
出免出席 ………………６名
基準会員出席 …………１９名
出席率 …………… ７１．４２％

　

欠席会員 ………………１２名
内メイクアップ ………５名
修正出席率 ……… ９０．００％

 ・・・・・・・・・・・・・・

 ・・・・・・・・・・・・・・

 ・・・・・・・・・・・・



今月の６月２５ の例会は最 間例会となって

おります。 への出席確 は６月１１ に

にてお りいたします。今回はご の

のご参加もお ちしております。今回は

３名の シ にてお しみください。多

くの会員 の出席をお ちします。それと次

より 事 員・ 員長さんの がプロ

グラ にて 意されております。

も 意しておりますので、 される の

ご 力をお いいたします。

　 　

「富山ガバナーの時に」

　１９９３～１９９４年度 会長、高 事の り、

「信 そして と因縁」の 営 でスター

トした、富山 ー時を思い出してみました。

　１９９６年発行の地区史を てみますと、当時留

萌クラブの会員数は10名で、当時の地区 員

の は、代表 事に 保 氏、 事に 内

氏、大 一氏、 氏、 氏、立

山一 氏、道 氏、 ー ングクラブの

近 一氏、 クラブの 正 氏で、

員長に 行氏、 員に 定 氏、地区

大会の大会 事が次年度 ーの ク

ラブの 大 氏、地区 リーダーが スト

ーの 山氏、 ブリーダーが スト

ーの 氏、地区のクラブ奉仕 員長に石川

健治氏、ローターアクト 員長に川 正 氏、

員会 員に 治氏、 員会

員に 次氏が しておりました。 在留

萌クラブに っておられるのは、 さん、

さん、 さんの３名だけでご います。

ッ 、会長エ クト ーは にて

されましたが、地区 会は留萌 の 化

ンター、 会は ル ク ンにて さ

れました。参加会員は 名とい 人数で、そ

の ッ と地区 の には さんが き、当

時 ー事 には さん、 中 一

さん、 本 さん、中川 さん、そして私な

どが出入しておりました。地区大会は 生

年 会 とロ トン に いて、 ストクラ

ブ にて されました。富山 スト

ーが地区史の中に感 の１年と題して を

いておりますが、その中には参加クラブが６８

クラブ、 在は７１クラブありますが、登録会員

が２，７４４名とい 事で、 在でもこの記録は破

られておりません。「地区大会は ストをお引

き けくださった クラブのお で、

前の登録者と 画力と により成 に

した。」とあります。

　 もご だと思いますが、富山年度が始

まってすぐに 道 地 がありました。

この地区大会の の ラ トは、ビ 上

で えておいてくださいロータリー・

の 者、 氏と ーター

子 の力 は 者の を誘ったものです。

この 道 地 では  １４５，４８９，０００円

の寄 が集まり、その全 を に し

ました。 の内 ８０，４８９，０００円は 道

へ、６５，０００，０００円は青少年 に され、

を した生 は11名でした。富山 ス

ト ーは、「 わくばこれらの生 が、

地 でものを えられる人に、国際

のある な 本国民に成長してくれる事を

と共に、思い りの心を んでくれること

を って まない」と いてあります。

　 はり ーになると、世 的な 地で

事を るのかなと思いました。

・新 事会出席ありがと ご いました。

　 会

　 会

・本 、 のタ トルで 話の機会を きま

した。ありがと ご います。　 会員

・ にてななつ し当たりました。 会員

・ にて 当たりました。　 会員

・ で ロロン が当たりました。

　 会員

・新 事会の後の 次会は しかったで

す。　 会員

  
尉 尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

 ・・・・・・・・・・・・

ニコニコＢＯＸ ・・・・・・・・



・ご婦人と共に唄い、ダンスを致す。これ男子

の本懐なり。　 行徳会員

・地区大会記録誌に写真がのりました。

　渡邊会員

　前　回　　７０７，６００円

　今　回　　 １１，０００円

　累　計　　７１８，６００円

「私の尊敬する先輩ロータリアン」

　平井　誠治 会員

　留萌クラブは１９６１

年２月に創立され、

その歴史は５３周年を

超えた。私自身もそ

の１０年後の昭和４６年、

１９７１年９月入会だか

ら遂に在籍４３年目の

最古参会員となった。その私が永い間胸に収め

ていた表題について今お話できる機会を得て、

大変嬉しく思っております。世に一つの名言が

ある。「人間、その人生には幾つかの出会いと

いえるものがある。時には、その人生を根底か

ら変える出会いもある。」この言葉を根底に置き

ながら、話を進めたいと思います。

　私がひたすらロータリーの長い道のりを歩ん

だ中で、当然、多くの会員との出会いがあった。

しかし、決定的に私の心を惹きつけたのは、私

が入会した年度の第１１代会長加地民一氏であり、

それを継ぐ第１２代会長石川健治氏であり、加え

て第１４代会長富山唯夫氏の３人の先輩会員であ

ります。ともに、留萌クラブを「地区内有数の

クラブの一つ」と言わせるまでに成長、発展さ

せた牽引者であり、誇りとする先輩ロータリア

ンでありました。

　クラブの歴史をよく観察すると、創立後の１０

周年目、１９７０年に留萌クラブは歴史的発展への

躍動が始まったと思います。私なりにその要因

を挙げるとすれば、次の４点に集約されます。

　第１点は相携えての優れたリーダーの登場。

この時期、加地、石川、富山の各氏がクラブの

中枢に登場して、優れたリーダーシップを発揮

した。ともに大正１４年生まれ。地域の人達から、

職業上でも尊敬される充実した４０代後半の医師

たちだった。それまでのクラブリーダーの年齢

を一段と若返らせた。率先して突き進む３先輩

の情熱と、提唱する新成長戦略は全会員の信頼

と共感を得て、クラブは確実に成長路線を走り

始める事になった。２点目、それまでの社会的

な地位・名誉に拘りがちな会員増強の殻を破り、

若手会員の勧誘に挑戦した。その結果、発想力

・行動力に富んだ若手の中堅経営者を多く迎え

ることができ、その年、彼等の入会は１０数名を

数えた。大胆な若返りはクラブの体質を構造的

に変える変革であった。新しいエネルギーはク

ラブの活性化に大いに寄与した。そしてこの傾

向は、翌年以降も確実に続いた。１９６１年創立当

時は２１名、１９７０年には５０名、１９８０年に１００名と

なった。最大は１９８８年の１１７名であった。３点

目は全会員の参画意識の高揚である。例会出席

競争で出席への意識高揚が高まり、100％に近

い出席率を維持し、当時の地区内出席競争では

常に５～６位を確保していた。ロータリー活動

への会員の情熱はクラブの勢いに連なった。そ

して４点目は、全会員の奉仕の歓びと感動の体

得であります。クラブでのビッグプロジェクト

の取組み、例えば論山ＲＣとの姉妹血縁と相互

交流、国際青少年交換事業、ローターアクトク

ラブの設立など、地区で先駆的事業の取組みを

行った。その事がクラブ会員に全員参加の仕組

みと奉仕の歓びと感動を体得させたと思います。

　この に、クラブの中枢に優れたリーダー３

人、加地氏、石川氏、富山氏が相次いで登場し、

クラブ変革への挑戦を続けたことは、クラブ内

から 目されたが、クラブ会員もこれに え

たからである。クラブは活力に ちていた。こ

こに、「 に留萌クラブあり」の始まりであった。

クラブの会員増強は に進み、持続的に100

名を超える集 となった。例会の出席ばかりで

なく、地区大会でも連続100名を超える集 と

なった。例会の出席だけでなく、地区大会でも

連続大集 で参加し、クラブ に えた。地

ＷＥＥＫＬＹ ＲＥＰＯＲＴ
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の な勢いに 年、場内から きの

さえ こえた。数多くの 会の活 など会員

和に力を 、職業上 年齢間に 根を せ

ないクラブを確立していた。 例会での 間

情 会 が確実に実 され、全会員に

ロータリー が常に 進されていた。各

論会 会でも、留萌クラブの会員が

リーダーとして活躍した。自クラブの 大奉仕

の い奉仕活動の成果が、その けと

なっていた。クラブの で、幾人かの

ーが、 を せない留萌クラブの勢いに、

「 かひるむ 」を せたとも言い えられて

いる。

　ここで誇りとす き３ ロータリアンの人

についてお話をいたします。

　３ は共に大正１４年生まれの医師で、お互

いに強い信頼と 情で結ばれていた。全ての会

員に敬 されて、クラブ内ではそれ れ「先生」

と言われていたので、ここでも先生の でエ

ー を え、お人 の一 をご しま

す。

生

「優しさに しさも、高 な人 はクラブ会員

の 的 であった」

　１９２５年３月３１ 生まれ、 医、１９６１年６月

１０ 入会、１９９１年２月２７ ご 。第１１代会長、

会長 は「参画、実 、体得」

　地域で 医の第一人者であり、地域の医師

として高い信頼度、人間としての優れた 力を

持つ。 かな 性と高 な人 はクラブ会員の

心を惹き け、多くの会員から敬 されていた。

会員増強での質か かの論 があった時、「数

は力、人間は変わるもの、 は質に変質する」

「 を ん てはならない」と し、全ての

人間の 性を信 、若い会員の入会を強く提

唱した。若い会員の を き、 り 心の

かさは、若者の を させる事に連なった。

その事が若い会員の敬 の を集める結果とも

なった。しかし、 実な行動には しい

勢を し続けた。自らの医 では、職業奉仕

を実 し続けた。 始時間を めて 者の

時間を な 事を けた。加地先生がいる

クラブとして、全会員の誇りと優 感が がっ

ていた。クラブ会員からは からともなく、

「 ・ エス」を させるとの も こえて

いた。加地先生の 識の一 を する。第１

に「 り子の 」である。果 に取り組め、

行き ても 正されながら なる進歩に連な

る。第２に「 えの構造」。優れた 本人の

する心とい 本 の意 を って、 った

かし、 ったれになっていないか、それを

。「 人を る 動」子どもの からのしつけ

が大事、 人の子 を るからには、自 の子

を る事が出 なければならない。きちんと

。ち んと めよ 。「 の を

く」 での の が されて いのか。

になった を しなくてはならな

い。「 道の を尊 」 正 の道 。

、 。 道 的な 度。先生の寄

に ると、 で男 さを 向する。 男

性を 。 、 、 実、道 、 、

、 などがありました。

生

「 れる 性、 な 力と決 力、そして

強い突破力でクラブを した」

　１９２５年１１月２９ 生まれ、 医、１９６１年６月

１０ 入会、第１２代会長、会長 は「ひとりひ

とりの心からロータリーが始まる」

　「 決 」 な 力と決 力に富む。

「強い行動力、突破力」 底的に めるタ プ。

「会員増強での持論」これで いと思った時が

のは まり。留萌ロータアクトクラブ設立

に 子 の活躍をした。 国論山ＲＣとの姉

妹血縁と 年の相互交流に身を して した。

優れた 力、表 力は 然・ であり、ス

ー 発言は 正で できる どであった。

者をよそわ 、あえて 活動・会員 和を

る 要な 目に していた。クラブ 会の

幾つかを活 して、若手会員との 和を進めた。

「増 で の 」 留萌中 で富山先生と

共に増 の 。つまり び立っていたの

であります。
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